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北摂・丹波支部ニュース

コ
ロ
ナ
時
代
に
合
わ
せ
た

活
動
と
情
報
発
信
め
ざ
す

記
念
講
演
で
は
「
慰
労
金
」
の
申
請
方
法
な
ど
を
松
田
力
税
理
士
（
上
）
が

分
か
り
や
す
く
解
説
。
12
人
が
参
加
し
た
（
下
）

　

日
々
の
診
療
を
行
い
つ
つ
、

慰
労
金
や
感
染
防
止
支
援
事
業

の
申
請
に
困
難
を
感
じ
て
い
た

折
、
協
会
か
ら
、
制
度
利
用
に

つ
い
て
解
説
す
る
講
演
会
の
案

内
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
い
た
の
で
、
大

変
あ
り
が
た
く
思
い
、
受
講
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
前
は
ほ
と
ん
ど
何
の
予

備
知
識
も
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
講
師
の
松
田
力
先
生
が
、

分
か
り
や
す
く
ま
と
ま
っ
た
資

料
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、
実

に
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
講
義

で
し
た
。
さ
ら
に
、
誰
で
も
す

ぐ
に
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

と
、
実
際
の
申
請
書
類
の
パ
ソ

コ
ン
画
面
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

に
映
し
、
一
つ
ひ
と
つ
具
体
的

に
書
き
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
の
で
、
私
で
も
十
分
に

理
解
で
き
、
受
講
し
て
良
か
っ

た
、
助
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

当
診
療
所
の
よ
う
な
、
直
接
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

診
療
を
行
っ
て
い
な
い
医
療
機

関
で
も
、
感
染
に
対
す
る
患
者

様
の
不
安
が
と
て
も
大
き
い
た

め
、
そ
の
対
応
で
職
員
も
か
な

り
疲
れ
て
い
ま
す
。
申
請
方
法

が
理
解
で
き
た
の
で
、
次
は
患

者
様
が
安
心
し
て
診
察
が
受
け

ら
れ
、
職
員
が
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
よ
う
に
、
大
切
な
支
援

第
32
回
支
部
総
会
を
開
催　
　

　
北
摂
・
丹
波
支
部
は
９
月
26
日
、
三
田
市
・
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
第
32
回
支
部
総
会
を
開
催
。
総
会
議
事

で
は
、
２
０
１
９
年
度
活
動
報
告
と
20
年
度
活
動
方
針
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
森
下
順
彦
支
部
長
が
退
任
し
て
新
顧

問
と
な
り
、
中
西
透
副
支
部
長
を
新
た
に
支
部
長
に
選
出
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
松
田
力
税
理
士
・
社
会
保
険
労

務
士
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
経
営
支
援
制
度
研
究
会
〜
『
慰
労
金
』『
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事
業
』
等
、
申
請
の

や
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
12
人
が
参
加
し
た
。
安
井
不
二
男
先
生
、
安
部
治
郎
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。（
２
面
に
活
動
方
針
、
支
部
役
員
一
覧
を
掲
載
）。

新
支
部
長
に
中
西
透
先
生
を
選
出

金
の
使
途
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
襲

来
は
、
た
っ
た
半
年
で
世
界
中

の
生
活
を
激
変
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
変

化
が
続
き
、
コ
ロ
ナ
前
の
社
会

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
世
界
に

な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
本
で
、

お
金
も
地
位
も
男
女
も
関
係
な

く
、
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
後
の
世

界
が
、
格
差
が
広
が
る
ば
か
り

の
世
界
か
ら
、
平
和
で
平
等
な

新
し
い
世
界
へ
と
変
わ
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
、
支
援
金
を
役
立

た
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
丹
波
市　

安
井
　
不
二
男
】

感想文①

慰
労
金
の
申
請
へ理

解
深
め
ら
れ
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
、
み
な
に
苦
し
い
状
況
を

も
た
ら
し
て
い
る
中
、
兵
庫
県

も
い
く
つ
か
の
支
援
制
度
を
打

ち
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

今
回
北
摂
・
丹
波
支
部
で
は
支

援
制
度
の
申
請
の
仕
方
に
つ
い

て
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
従

事
者
慰
労
金
交
付
事
業

に
つ
い
て
の
説
明
を
う

か
が
う
。
当
院
は
整
形

外
科
な
の
で
関
係
な
い

の
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
無
症
状
の
感
染
者

も
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
、
他
疾
患
を
診
療
す

る
医
療
機
関
で
も
資
格

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
患

者
さ
ん
の
対
応
を
少
し

で
も
す
る
職
員
で
あ
れ

ば
、
資
格
や
職
種
、
雇

用
形
態
等
に
よ
る
限
定

が
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
な
ん
と
当
院

も
申
請
資
格
が
あ
る
こ

と
が
判
明
！　

職
員
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
に
苦
戦

感想文②

（
２
面
に
つ
づ
く
）



「75 歳以上の窓口負担２割化」年明けに法案提出へ

多数の署名の力でストップを

　政府の 75 歳以上の窓口負担

を倍増する検討が大詰めを迎

えています。自民 ･ 公明両党

は、単身で年収 200 万円以上

の約 370 万人を対象とするこ

とで同意した。来年通常国会

にて法案が提出される見通し

です。

　その他にも、紹介状なしで

大病院を受診する際の定額負担の対象病院の拡大について

も年内に制度設計を行い、来年の国会で法案を提出すると

しています。

　新型コロナ禍で患者さんの受診抑制が大きな問題となっ

ている今、これ以上の患者さんの窓口負担を増やすことは

受診抑制に拍車をかけ、患者さんの命と健康を脅かします。

　私たちは５万筆を目標に「医療・介護の負担増中止を求

める」請願署名に取り組んでいます。現在寄せられた署名

数が２万筆を超え、11 月に国会へ提出しています。請願

署名は私たちの要望を政治に反映させる、選挙以外の有効

な手段です。

　これ以上の患者さんの負担を増やさないために、「医療・

介護の負担増中止を求める」署名にご協力をお願いします。

　締め切りは１月 15 日（金）。支部の先生方のご協力をお

願いします。

　本件に関するお問い合わせは、℡ 078-393-1807 まで
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一
方
の
私
と
言
え
ば
、
「
横
板

に
鳥
餅
」
の
よ
う
に
つ
い
て
い

く
の
が
や
っ
と
で
あ
る
。

 

講
演
終
了
後
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
接
続
。
松
田
先
生
の

レ
ジ
メ
を
見
な
が
ら
、
講
義
の

内
容
を
思
い
出
し
つ
つ
挑
戦
し

た
が
、
時
間
切
れ
で
一
時
待
機
。

受
付
が
再
開
す
る
10
月
15
日
以

降
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、

原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
と

い
う
の
は
、
慣
れ
て
い
な
い
人

に
と
っ
て
は
不
親
切
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
「
知
っ
て
お
け
ば

得
」
と
い
う
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
松
田
先
生
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

【
三
田
市　

安
部
　
治
郎
】

※
慰
労
金
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

関
連
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
℡
078
―
393
―

１
８
１
７
・
協
会
税
務
・
経
営

部
ま
で

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

責
め
ら
れ
な
い
よ
う
、
が
ん

ば
っ
て
勉
強
し
な
け
れ
ば
。

　

さ
あ
こ
れ
か
ら
が
問
題
だ
。

携
帯
電
話
も
使
い
こ
な
せ
な

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
慣

れ
て
い
な
い
私
で
あ
る
。
大
変

な
こ
と
だ
。

　

で
き
る
人
に
と
っ
て
は
、
松

田
力
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
勉
強

会
が
進
む
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
駆
使
し
て
、
立
て
板
に
水
の

ご
と
く
、
解
説
が
進
ん
で
い
く
。

「
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
に
ご
協
力
を

議
事
で
は
、
中
西
透
先
生
を
新
支
部
長
に
、

森
下
順
彦
先
生
を
新
顧
問
に
選
出

兵庫県保険医協会　北摂・丹波支部　2020 年度活動方針
１、会員のニーズに応じたテーマでの研究会・会員懇談会を開催する。
２、職員接遇研修会を開催する。
３、医療安全管理対策研究会を開催する。
４、市民公開企画を行う。
５、家族・職員も一緒に楽しめる文化企画やレクリエーションを企画する。
６、地域での医療・介護改善の活動に協力して取り組む。
７、幹事会を毎月開催し、医療情勢や支部行事等について論議を深める。
８、医科・歯科ともに未入会医療機関に対して支部企画への案内等働きかけを強
めるとともに、勤務医対策もすすめる。
９、ニュースを定期発行し内容の充実に努める。

兵庫県保険医協会北摂・丹波支部　2020 年度支部役員（敬称略・順不同）
【支  部  長】　中西　透 ( 三田市・歯科 )
【副支部長】　武中　睦美 ( 三田市 )　安部　治郎 ( 三田市 )　
【支部幹事】　武本　淑子 ( 三田市 )　廣瀬　智 ( 三田市 )　木村　忠史 ( 三田市 )
　　　　　　福島　久徳 ( 三田市 )　佐埜　勇（三田市）　大槻　栄人 ( 三田市・歯科 )
　　　　　　岡本　晴夫 ( 三田市・歯科 )　小寺　修 ( 三田市・歯科 )　
　　　　　　福田　 隆光 ( 三田市・歯科 )　杉本　健郎 ( 丹波篠山市 )　
　　　　　　多幡　秀隆 ( 丹波篠山市・歯科 )　増田　耕一 ( 丹波篠山市・歯科 )
　　　　　　水野　良司 ( 丹波市・歯科 )

【支部顧問】　森下　順彦 ( 三田市 )　高見　啓二 ( 丹波市 )


